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銀
行
を
破
壊
す
る
の
は
海
外
11

社
。
ア
ッ
プ
ル
は
金
融
を
再
定
義
す

る
。
24
時
間
い
つ
で
も
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ

ｅ
で
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
使
っ
て

資
産
を
運
用
し
、
ア
ッ
プ
ル
キ
ャ
ッ

シ
ュ
で
送
金
す
る
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
は
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
で
国
際
送
金

に
参
入
。
中
国
の
Ｉ
Ｔ
集
団
ア
ン
ト

は
デ
ジ
タ
ル
通
過
を
軸
に
し
た
巨
大

銀
行
化
を
狙
っ
て
い
る
と
著
者
は
指

摘
す
る
。
そ
の
上
で
海
外
Ｉ
Ｔ
企
業

に
絡
め
取
ら
れ
た
間
近
に
迫
っ
た
近

未
来
の
日
常
生
活
を
予
言
す
る
。

大
手
銀
行
や
地
銀
は
相
次
い
で
秋

か
ら
の
他
行
宛
て
振
込
手
数
料
の
引

き
下
げ
を
発
表
し
、
下
位
業
態
は
隣

の
出
方
で
腹
の
探
り
合
い
を
し
て
い

る
。
ど
う
も
そ
ん
な
悠
長
な
こ
と
を

し
て
い
る
暇
は
な
い
よ
う
だ
。

著
者
は
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
が
欠
か
せ
な
い
。
エ
ン
ジ
ニ
ア

は
年
功
序
列
で
は
な
く
ジ
ョ
ブ
型
評

価
。
ト
ッ
プ
を
含
め
組
織
全
体
を
変

え
ろ
」
。
地
銀
に
生
き
残
り
策
へ
の

提
言
も
し
て
い
る
。

（
岡
）

日
銀
の
超
低
金
利
政
策
の
継
続
で

預
貸
金
の
利
ザ
ヤ
は
狭
ま
り
、
金
融

機
関
、
特
に
地
域
金
融
機
関
の
経
営

は
青
色
吐
息
。
こ
の
ま
ま
で
は
将
来

像
が
見
出
せ
な
い
と
合
従
連
衡
や
第

４
の
メ
ガ
バ
ン
ク
構
想
の
軍
門
に
下

っ
て
い
る
。

環
境
悪
化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る

の
が
Ｉ
Ｔ
業
者
の
台
頭
。
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
や
Ｉ
Ｔ
の
進
歩
で
銀
行
の
窓
口

業
務
は
な
く
な
る
の
で
は
と
警
鐘
を

鳴
ら
す
風
潮
は
あ
っ
た
が
、
次
元
は

す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う

だ
。
ア
ッ
プ
ル
や
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
Ｇ

Ａ
Ｆ
Ａ
を
始
め
と
し
た
大
手
Ｉ
Ｔ
企

業
が
日
本
の
銀
行
を
凌
駕
す
る
と
い

う
。
夏
だ
と
い
う
の
に
寒
気
が
し
て

き
た
。

仮
想
通
貨
の
世
界
で
も
大
き
な
動

き
が
あ
っ
た
。
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
一
強

時
代
か
ら
、
数
多
く
の
「
ア
ル
ト
コ

イ
ン
」
が
群
雄
割
拠
す
る
時
代
に
入

っ
た
。
最
近
で
は
、
価
格
の
安
定
し

た
「
ス
テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
」
に
注
目

が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
民

間
銀
行
や
銀
行
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ス

テ
ー
ブ
ル
コ
イ
ン
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
、
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
決
済
な
ど

で
使
え
る
よ
う
に
し
た
「
デ
ジ
タ
ル

通
貨
」
の
開
発
に
注
力
し
て
い
る
。

通
貨
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
い
て
、

注
目
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
こ
れ
ま

で
紙
の
銀
行
券
を
発
行
し
て
き
た
中

央
銀
行
だ
。
い
く
つ
か
の
中
央
銀
行

が
、
自
ら
が
発
行
主
体
と
な
っ
た

「
中
銀
デ
ジ
タ
ル
通
貨
」
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ

Ｃ
）
を
発
行
す
べ
く
、
実
証
実
験
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
通
貨

を
巡
る
動
き
は
、
民
間
企
業
、
民
間

銀
行
、
中
央
銀
行
の
３
者
が
覇
権
を

争
っ
て
し
の
ぎ
を
削
る
状
態
と
な
っ

て
お
り
、
時
代
の
ト
レ
ン
ド
は
仮
想

通
貨
か
ら
デ
ジ
タ
ル
通
貨
へ
向
か
っ

て
い
る
。

（
泉
）

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
は
必
ず
し
も
通
貨

の
未
来
を
変
え
る
バ
ラ
色
の
存
在
で

は
な
く
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
ビ

ッ
ト
コ
イ
ン
の
中
核
技
術
と
し
て
開

発
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
こ
そ

が
、
次
世
代
の
コ
ア
技
術
に
な
る
。

金
融
界
を
中
心
に
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
を
利
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
続

々
と
登
場
し
、
そ
の
う
ち
の
一
部
は

す
で
に
実
用
化
に
至
っ
て
い
る
。

一
昨
年
か
ら
世
間
を
騒
が
せ
て
い

る
の
が
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ
る

新
デ
ジ
タ
ル
通
貨
「
リ
ブ
ラ
」
の
発

行
計
画
だ
。
現
在
は
名
前
を
「
デ
ィ

エ
ム
」
に
変
え
、
シ
ス
テ
ム
を
大
幅

に
改
変
し
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

実
現
す
れ
ば
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
と
な
る
。

デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
次
な
る
覇
者

澁
澤
榮
一
は
、
明
治
維
新
の
も
う
一
人
の
元
勲
山
県
有

朋
に
つ
い
て
辛
口
の
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
。
山
県
が
、

椿
山
荘
（
東
京
目
白
）
、
太
閤
園
（
大
阪
）
、
無
鄰
菴

（
京
都
岡
崎
）
、
古
稀
庵
（
小
田
原
）
な
ど
、
多
数
の
別

荘
を
も
ち
妾
を
囲
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
一
体
ど
う
い

う
金
で
つ
く
っ
た
の
か
と
、
山
県
の
露
骨
な
錬
金
術
と
無

反
省
な
公
私
混
同
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
家
と

い
う
天
下
の
公
器
を
個
人
の
家
と
し
て
は
な
ら
な
い
、
と

い
う
。

こ
う
し
た
維
新
後
の
高
官
の
振
舞
い
に
対
し
て
、
西
郷

隆
盛
は
「
南
洲
翁
遺
訓
（
庄
内
藩
士
三
矢
藤
太
郎
編
）
」

の
中
で
、
「
草
創
の
始
に
立
ち
な
が
ら
、
家
屋
を
謀
り
な

ば
、
維
新
の
功
業
は
遂
げ
ら
れ
間
敷
也
。
今
と
成
り
て

は
、
戊
辰
の
義
戦
も
偏
へ
に
私
を
営
み
た
る
姿
に
成
り
行

き
、
天
下
に
対
し
戦
死
者
に
対
し
て
面
目
無
き
ぞ
、
と

て
、
頻
り
に
涙
を
催
さ
れ
け
る
」
と
、
き
び
し
く
指
摘
し

て
い
る
。

西
郷
隆
盛
に
つ
い
て
は
、
澁
澤
は
次
の
よ
う
に
他
の
人

た
ち
と
は
別
次
元
で
評
価
し
て
い
る
。
「
一
日
逢
え
ば
一

日
の
愛
が
生
じ
、
二
日
逢
え
ば
二
日
、
三
日
逢
え
ば
三

日
、
も
う
一
緒
に
居
る
と
離
れ
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
魅

力
を
持
っ
た
人
（
こ
れ
は
西
南
の
役
に
お
け
る
豊
前
中
津

隊
の
増
田
栄
太
郎
隊
長
の
言
葉
の
大
要
を
引
用
し
た
も

の
）
。
赤
心
の
人
で
あ
り
、
ほ
か
の
人
と
は
次
元
が
違
う

人
物
」

江
藤
新
平
に
つ
い
て
は
、
「
強
情
で
、
傲
慢
で
、
自
分

が
言
い
出
し
た
ら
後
に
は
引
か
な
い
。
そ
れ
が
自
分
の
身

を
滅
ぼ
す
基
で
あ
る
」

大
隈
重
信
に
つ
い
て
は
、
山
葵

わ

さ

び

を
き
か
せ
た
り
、
多
少

ほ
め
た
り
し
て
い
る
。
明
治
六
年
に
大
久
保
大
蔵
卿
と
井

上
、
澁
澤
と
が
対
立
し
て
大
蔵
省
を
や
め
る
と
き
に
は
、

大
隈
を
頼
り
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
大
隈
は
大
久
保
の
影

響
下
に
あ
っ
て
全
く
あ
て
に
な
ら
な
か
っ
た
。

勝
海
舟
に
つ
い
て
は
、
「
年
が
ら
年
中
命
を
狙
わ
れ

る
。
人
か
ら
見
て
腹
黒
く
思
え
る
か
ら
だ
ろ
う
」

岩
倉
具
視
に
つ
い
て
は
、
「
策
略
あ
る
人
間
が
要
路
に

立
つ
と
、
生
命
を
狙
わ
れ
る
」

一
橋
慶
喜
に
つ
い
て
は
、
徳
川
氏
の
驕
り
高
ぶ
り
が
も

と
で
幕
府
は
崩
壊
し
た
が
、
そ
の
中
で
慶
喜
公
は
別
格
の

人
物
だ
っ
た
、
と
。

と
こ
ろ
で
、
澁
澤
榮
一
は
、
自
分
の
生
涯
は
逆
境
の
連

続
だ
っ
た
、
と
述
懐
し
て
い
る
が
、
筆
者
か
ら
見
る
と
、

確
か
に
一
旦
は
逆
境
に
追
い
込
ま
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
を

自
分
の
努
力
や
中
庸
を
得
た
判
断
力
、
柔
軟
性
な
ど
に
よ

っ
て
、
逆
に
好
運
に
転
換
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
一
に
、
若
い
頃
父
親
の
名
代
と
し
て
岡
部
藩
陣
屋
の

代
官
の
と
こ
ろ
に
出
頭
し
、
領
主
安
部
氏
の
娘
の
嫁
入
り

費
用
の
提
供
（
澁
澤
家
は
五
〇
〇
両
を
割
り
当
て
ら
れ

る
）
を
命
じ
ら
れ
た
。

地
銀
に
明
日
は
な
い
？銀行を淘汰する破壊的企業

山本康正著 ＳＢ新書(990円)
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中島真志著 新潮社(1760円)

る
。保

証
協
会
の
幹
部
が
講
師
役
と

な
っ
た
分
科
会
は
、
石
川
県
の
猪

谷
浩
之
・
営
業
部
長
と
島
根
県
の

小
野
拳
・
営
業
部
長
が
そ
ろ
っ
て

登
壇
し
た
。
特
別
保
証
認
定
プ
ロ

セ
ス
電
子
化
の
構
築
な
ど
に
従
事

し
た
猪
谷
氏
と
、
「
日
本
の
中
小

企
業
を
何
と
か
し
て
支
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
強
い
使
命

感
を
持
つ
小
野
氏
は
「
踏
み
込
ん

だ
伴
走
型
企
業
支
援
、
地
域
連
携

に
つ
い
て｣

を
演
題
に
掲
げ
た


北
門
信
金
の
伊
藤

氏
、
保
証
協
会
の
小

野
氏
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ

共
有
分
科
会
を
先
行

開
催
し
た
実
績
が
あ

る
栃
木
、
沖
縄
、
岐

阜
、
岡
山
す
べ
て
で

講
師
を
務
め
た
経
験

が
あ
り
、
引
き
合
い

が
多
い
。

「
わ
れ
わ
れ
の
意

識
が
変
わ
る
こ
と
が

重
要
だ
」
。
参
加
し

た
金
融
機
関
の
幹
部

が
発
し
た
コ
メ
ン
ト

が
、
分
科
会
に
出
席

し
た
感
想
を
象
徴
し

て
い
る
と
言
え
る
。

兼
務
す
る
。
フ
ァ
ン
ド
の
特
性
に

つ
い
て
造
詣
が
深
い
バ
ン
カ
ー
と

し
て
知
ら
れ
る
。

北
門
信
金
の
伊
藤
貢
作
・
営
業

第
二
本
部
企
業
支
援
室
長
は
「
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
問
わ
れ
る
地
域

企
業
支
援
の
知
見
」
の
テ
ー
マ
で

講
演
し
た
。
事
業
再
生
の
専
門
家

で
「
再
建
請
負
人
」
の
異
名
を
と

金
融
機
関
職
員
と
の
間
で
知
見
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
実
践
し
て

い
く
人
的
つ
な
が
り
（
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
）
に
参
画
さ
せ
る
こ
と
も
有

効
な
方
法
と
考
え
ら
れ
る
」

監
督
指
針
の
改
正
に
呼
応
し
た

ノ
ウ
ハ
ウ
共
有
分
科
会
の
第
１
回

会
合
。
金
融
庁
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

経
て
選
考
し
た
講
師
は
地
域
銀
、

信
金
、
県
保
証
協

会
に
そ
れ
ぞ
れ
所

属
す
る
４
氏
の
専

門
家
。
分
科
会
は

３
つ
の
テ
ー
マ
で

同
時
に
約
３
時
間

に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
、
参
加
者
と
の

意
見
交
換
も
交
わ

し
た
。

ま
ず
「
フ
ァ
ン

ド
活
用
に
つ
い

て
」
説
明
し
た
の

は
、
名
古
屋
銀
の

近
藤
和
執
行
役
員

・
金
融
投
資
部

長
。
同
行
が
１
０

０
％
出
資
し
て
20

年
４
月
に
設
立
し

た
投
資
専
門
子
会

社
「
名
古
屋
キ
ャ

ピ
タ
ル
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
」
の
社
長
を

の
よ
う
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

「
営
業
職
員
の
経
営
改
善
支
援

能
力
の
育
成
に
あ
た
っ
て
は
、
金

融
機
関
に
お
け
る
教
育
の
み
な
ら

ず
営
業
職
員
が
組
織
・
地
域
を
超

え
て
、
同
様
の
立
場
に
あ
る
他
の

の
現
場
職
員
の
間
で
、
地
域
・
組

織
を
超
え
て
事
業
者
支
援
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
共
有
す
る
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
く
」
と
明
記
。
今
年
４

月
に
改
正
さ
れ
た
中
小
・
地
域
金

融
機
関
向
け
の
監
督
指
針
で
も
次

銀
・
信
金
・
信
組
・
政
府
系
の
各

金
融
機
関
お
よ
び
20
の
経
営
支
援

機
関
、
東
海
財
務
局
や
自
治
体
で

組
織
さ
れ
る
＝
表
。

今
回
で
21
回
目
と
な
っ
た
全
体

会
議
で
は
、
第
２
部
で
初
と
な
る

ノ
ウ
ハ
ウ
共
有
分
科
会
を
催
し

た
。
全
国
で
は
栃
木
、
沖
縄
、
岐

阜
、
岡
山
に
続
く
５
例
目
と
み
ら

れ
る
。
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、
参

加
機
関
の
実
務
担
当
者

が
有
す
る
事
業
者
支
援

の
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
に

つ
い
て
、
文
字
通
り
共

有
し
て
い
く
こ
と
に
目

的
が
あ
る
。

金
融
庁
も
推
進
を
後

押
し
し
て
い
る
。
20
事

務
年
度
金
融
行
政
方
針

に
お
い
て
「
金
融
機
関

県
保
証
協
会
と
名
古
屋
市
信
用

保
証
協
会
が
事
務
局
を
担
う
「
あ

い
ち
企
業
力
強
化
連
携
会
議
」
が

開
催
し
た
全
体
会
議
の
一
コ
マ
。

こ
の
連
携
会
議
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
経
営
改
善
ま
た

は
事
業
再
生
の
支
援
を
通
じ
て
愛

知
県
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
２
０
１
２
年
10

月
に
創
設
さ
れ
た
。
都
銀
・
地
域

あいち企業力強化連携会議

事
業
者
支
援
を
分
か
ち
合
う

知見･ノウハウ 分科会で共有知見･ノウハウ 分科会で共有知見･ノウハウ 分科会で共有
講師に｢再建請負人｣ら４氏講師に｢再建請負人｣ら４氏

合わせた補完的なビジネスは、

次のような複数の戦略的手段に

わたって成長を促進する機会を

提供します」述べている。

具体的に、１つ目はSquareの

Seller(POSシステム)と Cash

App(個人間送金)の両方のエコ

システムの強化だ。Afterpayの

グローバルマーチャントベース

は、新しいSquareのPOSシステ

ム・ユーザのさらなる獲得を促

進する一方で、より大規模なマ

ーチャントと新しい地域への拡

大によってSquareの成長を加速

する。Afterpayは、Cash Appの

成長する製品の提供を拡大し、

顧客が返済を管理できるように

し、Afterpay AppがCash Appに

統合されたときに顧客に新しい

マーチャントを紹介できるよう

になる。

第２にAfterpayに付加価値、

差別化、市場の拡大をもたらす

ことだAftepayは年間7000万

人以上のアクティブなCash App

顧客と数百万の売り手からな

る、Squareの大規模で成長して

いる顧客ベースの恩恵を受け、

オンラインと対面の両方で

Afterpayが行き届き成長を拡大

するAfterpayの消費者は送

金、株式とビットコインの購

入、キャッシュブースト（特定

加盟店で即時割引）など、Cash

Appの金融ツールのメリットを

享受できる。

アップの評価額を基準に10億ド

ルを超えるとユニコーン、更に

その評価額が100億ドルを超え

るとデカコーンと称されるよう

に、フィンテックのスタートア

ップの大型買収劇の世界でも同

じことが言えると思えた。つま

り、前回のVISAとPlaidの買収

劇がユニコーン買収に相当し、

今回のSquareとAfterpayのケー

スがデカコーン買収だ。フィン

テック・ビジネスの世界での規

模の拡大が目立ってきている。

今回の大型買収劇に対するい

ろいろな角度からの分析・評価

がこれから続々出て来ると期待

できるが、当稿では、新聞発表

分の中から注目すべきポイント

を紹介する。

冒頭に、「急成長している2

つのグローバルフィンテック企

業を結集して、経済的エンパワ

ーメントと金融包摂という共通

の使命を推進します」と今回の

買収劇のミッションを紹介し

て、「SquareとAfterpayを組み

昨年コロナ・パンデミックに

突入する前の1月にVISAが53億

ドルという大金を投じたフィン

テックPlaid買収の話題で沸い

たフィンテック業界その後規

制当局の判断で破談となってし

まい、世の中もパンデミックに

突入。2020年は感染予防のため

のデジタルサービスの有効性が

広く認識された１年だった。金

融サービスにおいては、eコマ

ースの激増を背景にペイメント

業界における新しい波とも言え

るクレジットカードに対抗する

無金利の分割払いのペイメント

サービスBuy Now Pay Later

（BNPL）を導入するサービスと

その利用者の増加が世界中に広

がった。

そのBNPLの聖地ともいわれる

メルボルンで14年に設立され、

評 価 の 高 い フ ィ ン テ ッ ク

Afterpayが買収されるというビ

ッグニュースが8月2日の各紙か

ら飛び込んできた。手掛けたの

はTwitter共同設立者（2006年

設立）としても有名な起業家ジ

ャック・ドーシーが09年に共同

設立者として立ち上げたペイメ

ント・フィンテックSquare。そ

の価格はAfterpay最終株価に対

して、30％増のプレミアム価格

である290億ドル（3兆円超）に

及ぶという。

筆者にとっての最初の印象

は、最近よく目にするスタート

プ
に
よ
り
、
顧
客
が
長
期
投
資
の
重
要
性
や
効
果

を
確
認
す
る
機
会
が
生
ま
れ
、
顧
客
の
投
資
イ
メ

ー
ジ
に
沿
っ
た
行
動
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
と
、
金
融
庁
は
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
金
融
機
関
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
有
益
と
感
じ
た
回
答
が
約
９
割
、
非
常
に
有
益

で
あ
り
、
対
価
を
支
払
う
に
値
す
る
サ
ー
ビ
ス
と

感
じ
た
の
は
約
３
割
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
レ
ポ
ー

ト
の
表
現
で
は
、
「
３
割
に
止
ま
る
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
個
人
的
に
は
、
ア
ド
バ
イ
ス
の
対
価
を

支
払
う
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
日
本
に
お
い
て
、

３
割
い
た
と
い
う
の
は
評
価
に
値
す
る
こ
と
か
と

思
う
。
特
に
、
年
代
的
に
見
て
、
資
産
形
成
を
始

め
る
世
代
、
住
宅
や
教
育
資
金
を
考
え
る
世
代
、

退
職
後
を
考
え
る
世
代
な
ど
の
、
20
代
、
30
代
、

50
代
が
平
均
以
上
に
高
か
っ
た
の
は
非
常
に
興
味

深
い
結
果
で
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
リ
ス
ク
性
金
融
商
品
の
購
入
に
あ

た
っ
て
受
け
た
い
提
案
で
は
、
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

に
沿
っ
た
中
長
期
の
資
産
形
成
に
関
す
る
提
案
」

が
最
も
多
く
、
「
期
待
リ
タ
ー
ン
の
高
い
商
品
の

提
案
」
を
は
さ
み
、
「
資
産
配
分
の
提
案
」
が
続

き
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
提
案
が
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
手
応

え
を
感
じ
た
。

な
お
、
今
回
の
調
査
で
は
初
め
て
金
融
機
関
等

が
独
自
に
分
析
で
き
る
よ
う
に
詳
細
デ
ー
タ
（
生

デ
ー
タ
）
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
機
会
が
あ
れ

ば
、
自
分
で
も
分
析
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
。（

な
が
さ
わ
・
と
し
お
＝
日
本
資
産
運
用
基
盤

グ
ル
ー
プ
主
任
研
究
員
）

金
融
庁
は
、
６
月
末
に
「
リ
ス
ク
性
金
融
商
品

販
売
に
係
る
顧
客
意
識
調
査
結
果
」
を
公
表
し

た
。
私
は
、
昨
年
末
に
金
融
庁
を
退
職
す
る
ま

で
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
担
当
部
署
に
所
属

し
て
い
た
の
で
、
ど
の
よ
う
な
切
り
口
で
分
析
す

る
か
興
味
が
あ
り
、
そ
の
公
表
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
。
こ
こ
で
は
、
特
に
興
味
を
引
い
た
、
い
く

つ
か
の
調
査
結
果
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。ま

ず
、
「
資
産
運
用
」
と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て
の
投
資
未
経
験
者
の
回
答
は
、
「
専

門
的
な
知
識
を
要
す
る
」
、
「
損
失
リ
ス
ク
が
高

い
」
、
と
い
っ
た
、
従
来
と
変
わ
ら
な
い
回
答
が

多
か
っ
た
。
一
方
、
投
資
経
験
者
で
は
、
「
長
期

保
有
」
、
「
様
々
な
商
品
へ
の
投
資
」
、
「
少
額

資
金
で
も
始
め
ら
れ
る
」
、
と
い
っ
た
回
答
が
多

く
、
資
産
運
用
の
王
道
「
長
期
・
積
立
・
分
散
」

の
投
資
家
へ
の
浸
透
を
感
じ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
投
資
家
も
、
長
期

投
資
の
考
え
を
持
ち
つ
つ
も
、
保
有
商
品
に
含
み

益
が
生
じ
る
と
売
却
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
と
い

う
。
こ
の
う
ち
、
金
融
機
関
の
担
当
者
が
つ
い
て

い
る
顧
客
の
方
が
、
短
期
売
買
の
割
合
が
低
い
傾

向
に
あ
り
、
金
融
機
関
が
、
顧
客
に
対
し
て
、
長

期
投
資
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
が
有

効
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

長澤 敏夫

金融庁の｢顧客意識調査｣に見る資産運用アドバイスの重要性

フィンテック最新事情
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SquareがAfterpayを290億ドルで買収

総 合
①

(

②
(

③
(

④
(今村昌弘

⑤
(樋口恵子

⑥
(鈴木まもる

⑦
(ひろゆき

⑧
(柏木由紀 Takeo Dec.

⑨
(

⑩
(健部伸明 なんばきび

8月3日（日販調べ）
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くもんの夏休みドリル 小学1年生

兇人邸の殺人

老いの福袋

どこからきたの？おべんとう

１％の努力

柏木由紀写真集 Experience

学研の夏休みドリル 小学1年

神話最強王図鑑

454

1,100

600
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円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

デアゴスティーニ･ジャパン

東京ニュース通信社

くもん出版

東京創元社

中央公論新社

金 の 星 社

ダイヤモンド社

集 英 社

学研プラス

学研プラス

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

文 庫
①

(中山七里

②
(ブレイディみかこ

③
(顎木あくみ

④
(細田守

⑤
(辻村深月

⑥
(燦々SUN

⑦
(瀬尾まいこ

⑧
(村崎羯諦

⑨
(知念実希人

⑩
(上田秀人

護られなかった者たちへ

ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー

わたしの幸せな結婚（5）

竜とそばかすの姫

青空と逃げる

時々ボソッとロシア語でデレる隣のアーリャさん(2)

そして、バトンは渡された

余命3000文字

神のダイスを見上げて

術策 惣目付臨検仕る（2）

780

630

640

660

800

660

740

650

680

640

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

宝 島 社

新 潮 社

ＫＡＤＯＫＡＷＡ

ＫＡＤＯＫＡＷＡ

中央公論新社

ＫＡＤＯＫＡＷＡ

文 藝 春 秋

小 学 館

光 文 社

光 文 社

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

◇ ◇

▷ ７ ◁

西
郷
に
は｢

別
次
元
の
評
価｣

み
の

ご
さ
く

に
し
ぼ
り
み
ほ
こ
画

【
名
古
屋
】
７
月
下
旬
、
中
部
３
県
に
本
支
店
な
ど
拠

点
を
置
く
金
融
機
関
や
経
営
支
援
機
関
に
お
い
て
事
業
者

支
援
の
業
務
に
携
わ
る
実
務
担
当
者
が
愛
知
県
信
用
保
証

協
会
本
店
の
会
議
室
に
集
ま
っ
た
。
愛
知
県
内
で
は
初
開

催
と
な
る
「
ノ
ウ
ハ
ウ
共
有
分
科
会
」
に
参
加
す
る
た
め

だ
。
３
つ
の
分
科
会
で
講
師
を
務
め
た
の
は
、
金
融
庁
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て
依
頼
し
た
名
古
屋
銀
行
、
北
門
信
用

金
庫
（
北
海
道
滝
川
市
）
、
石
川
県
お
よ
び
島
根
県
信
用

保
証
協
会
の
役
員
・
幹
部
。
組
織
や
地
域
を
超
え
た
連
携

支
援
に
踏
み
出
す
第
一
歩
と
な
っ
た
。

（
３
面
参
照
）

あいち企業力強化連携会議メンバー
会 員会 員

銀 行

信 金

信 組
政府系

経営支援
機 関

アドバイザーアドバイザー

国･自治体

三菱ＵＦＪ、りそな、第四北越、北陸、北国、静岡、清水大垣共立

十六、三十三、百五、百十四、伊予、愛知、名古屋、中京

岐阜、東濃、愛知、豊橋、岡崎、いちい、瀬戸、半田、知多、豊川、

豊田、碧海、西尾、蒲郡、尾西、中日、東春、桑名三重

愛知商銀、名古屋青果物、豊橋商工、愛知県中央

日本政策金融公庫、商工組合中央金庫

名古屋銀行協会、愛知県弁護士会、東海税理士会、名古屋税理士会、

愛知県中小企業診断士協会、日本公認会計士協会東海会、日本弁理士

会東海会、あいち産業振興機構、名古屋産業振興公社、愛知県商工会

議所連合会、愛知県商工会連合会、愛知県中小企業団体中央会、名古

屋市小規模事業金融公社、地域経済活性化支援機構、愛知県中小企業

再生支援協議会、中小企業基盤整備機構、愛知リバイタル、名古屋中

小企業投資育成、愛知県信用保証協会、名古屋市信用保証協会

東海財務局、中部経済産業局、愛知県、名古屋市

今後もデカコーン買収
は各地で見られそうだ

同
時
に
進
行
さ
れ

た
３
つ
の
分
科
会

に
は
合
わ
せ
て
約

50
人
が
出
席
し
た

名
古
屋
市
信
用
保
証

協
会
と
連
携
会
議
の

事
務
局
を
務
め
る
愛

知
県
信
用
保
証
協
会

２０２１(令和３)８９()文 化 (８)新聞定価 1カ月1,595円 6カ月9,240円 年間17,820円(消費税含む)(第三種郵便物認可)


